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副題

□１.安全・安心 □５.公共工事の品質確保・向上 1 6

□２.環境 □６.景観 2

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化 4

□４.コスト縮減・生産性の向上 □８.リサイクル 番号： 5

□1.省人化 □5.耐久性向上 □9.地球環境への影響抑制 1 6
開発目標 □2.省力化 □6.安全性向上 □10.省資源・省エネルギー 2 9
（選択） □3.経済性向上 □7.作業環境の向上 □11.品質の向上 3

□4.施工精度向上 □8.周辺環境への影響抑制 □12.リサイクル性向上 番号： 5

従来技術名：

1.経済性 □1.向上（　％）　□2.同程度　□3.低下（　％）　 番号： 1
2.工程 □1.短縮（　％）　□2.同程度　□3.増加（　％）　 番号： 1
3.品質・出来型 □1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
4.安全性 □1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 2
5.施工性 □1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
6.環境 □1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
7.その他 □1.　（定義済みの値なし） 番号：

開発体制 番号：

開発会社 和光物産㈱、開発コンクリート㈱、㈱ライテク
会社名： 住所：愛知県名古屋市千種区桜が丘294

技術 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所：愛知県名古屋市千種区桜が丘294 第8オオタビル6B

営業 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

（概要）

１）何について何をする技術なのか？
  急傾斜危険区域での崩壊土砂対策として、杭式の崩壊土砂防止柵を設置する技術であ
る。
２）従来はどのような技術で対応していたのか？
　従来は、待ち受け擁壁や吹付法枠工による対応である。しかし、大規模な切土や伐採
が必要となり、景観面への配慮や用地取得などが問題視されている。
３）公共工事のどこに適用できるのか？
  民家の裏や斜面中腹など、施工幅員が4.5m程度確保できる場所。また、山側の用地取
得が困難な場合や、擁壁の支持地盤確保に地盤改良が必要な場所等で適用できる。

　　　名古屋市名東区名東本町83番地

名古屋支店／名古屋支店 052-789-1037／052-783-0025

青木隆太／前田恵司 maeda@nihon-samicon.co.jp

㈱トーエス／日本ｻﾐｺﾝ㈱
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平成17年4月1日

□1.工法　□2.機械　□3.材料　□4.製品　□5.その他

問合せ先

ﾊｲﾊﾟﾜｰﾌｪﾝｽ協会 　　　第8オオタビル6B

事務局
052-789-1035

坪井　達啓

052-789-1037

052-789-1036／052-789-1730

aoki@toesu.co.jp

tuboi@raiteku.com

変更受付年月日 平成30年3月30日

高耐力支柱を用いた崩壊土砂防止柵工法 開発年

キーワード

国土交通省へ
の登録状況

申請地方整備局名 登録年月日

北陸地方整備局 平成24年6月30日
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登録番号

区分

新技術概要説明資料（１／５）

名称 ハイパワーアースフェンス工法（ＨＥＦ工法）
収受受付年月日 平成19年10月1日

番号：
1

1-2-3.河川／砂防工

評価（事前・事後）

分類

□1.単独 □2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学)

HR-010009-VE 事後（掲載終了）

活用の効果

待受け擁壁＋落石防護柵



ハイパワーアースフェンス工法（ＨＥＦ工法） 登録No. 1281

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等） 1(2)

その他（カタログなど）

積算資料等

施工管理基準資料等

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称

（短　所）
①資材搬入の通路を確保する必要がある。
②材料製作期間に、1.5ヶ月程度必要。

（長　所）
①民家の裏など、狭隘な場所でも設置可能。
②極端な軟弱地盤でない限り、 支柱の根入れを長くすることで適用可能である。
③法尻や斜面上に設置可能で、伐採範囲や占用面積が少ない。
④自然への影響が少なく、着色することで景観を良くできる。
⑤ジョイント支柱を使用することで、資材搬入および施工性を向上できる。
⑥実規模実験等により、性能確認済みである。

掲載刊行物
建設物価（　有　・　無　）　掲載品目（ワイヤーロープ、結合コイル）

ハイパワーフェンス工法 標準積算要領〔HEF工法〕（添付資料 -1 ）

①支柱高さ・施工延長・支柱間隔・支柱建て込み角度
②緩衝金具を用いる場合はトルク管理値

A-2

①部品取り付けに必要な最低幅を確保するための切土と大口径ボーリング工施工に必要な足
場工設置
②大口径ボーリング工による削孔
③支柱建て込みと調整、支柱外周モルタル充填
④サポート取付⑤横ワイヤーロープ,テークアップ（又は緩衝金具）取付
⑥ツリーロープ取付
⑦金網取付
⑧完了

□1(1).歩掛りあり（標準）　□1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

①ワイヤーロープ（3×7 G/O φ18）：420円/m
②結合コイル（φ4.0×70×300）：230円/個
③支柱（ﾓﾙﾀﾙ充填鋼管：φ216.3×t12.7～φ318.5×ｔ14.3）
　柵高および根入れ長により、価格を決定。（見積による）
④金網（Z-GS4 φ3.2×25×25）：3,700円/m2

積算資料（　有　・　無　）　掲載品目（ワイヤーロープ、結合コイル）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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（適用条件）

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

その他

特　許 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　□4:無し 番号 4
特許番号

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　□4:無し 番号 4
新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日

評価・証明
制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号

その他の
制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明
証明機関 証明機関

証明範囲 証明範囲

①落石荷重の実規模実験。
②より経済的な部材の開発。

①支柱の耐力照査のため、支柱の静的載荷実験により回転角と曲げモーメントグラフ（Ｍ-φグラ
フ）により設計抵抗モーメント（全7種類）を確認。
②崩壊土砂による実規模実証実験により、土砂捕捉性能、実際に作用する崩壊土砂衝撃力、土砂捕
捉時の金網からの流出土砂量等を確認。

①支柱の静的載荷実験によるＭ-φグラフ（添付資料 -2 ）
②崩壊土砂衝突実験報告書（添付資料 -3 ）

①崩壊土砂による衝撃力と崩壊土砂量を考慮した待受け擁壁の設計計算例（平成16年6月　全国地
すべりがけ崩れ対策協議会）

①大口径ボーリング工の施工ヤード（標準4.5ｍ）を土足場または単管足場等で確保する。
②根入れ部と柵上部が一体構造なため、削孔角度の精度と建込み後の支柱調整が重要となる。
③落石対策兼用タイプは緩衝金具のトルク管理が別途必要となる。
④現場条件に応じ、ジョイントタイプの支柱も選択可能である。

（適用できる条件）
①削孔および支柱建込スペースとして、幅員4.5m以上確保できる場所。
②大口径ボーリング工（ダウンザホールハンマ工）が可能となる地盤。
③クレーン・索道及びモノレールで資機材搬入が可能な場所。

①支柱設置地盤のN値または、地盤の変形係数。
②資材の搬入経路。

新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称 ハイパワーアースフェンス工法（ＨＥＦ工法）
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（適用できない条件）
①搬入経路が確保できない場合。
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実績件数 公共機関： 267 民間：

発　注　者 施工時期

静岡県
浜松土木

平成26年度

静岡県
浜松土木

平成25年度

国土交通省
近畿地方整備局
浪速国道事務所

平成25年度

国土交通省
東北地方整備局

山形河川国道事務所
平成25年度

国土交通省
近畿地方整備局

豊岡河川国道事務所
平成26年度

国土交通省
北海道開発局
札幌開発建設部
千歳道路事務所

平成27年度

国土交通省
中国地方整備局
岡山国道事務所

平成28年度

国土交通省
関東地方整備局
千葉国道事務所

平成28年度

国土交通省
中部地方整備局
高山国道道事務所

平成29年

国土交通省
近畿地方整備局
紀勢国道事務所

平成30年1月

平成27年度国道127号萩生地区防
災対策工事

岡南管内外防災工事

国道9号他防災工事

R453号恵庭市盤尻災害復旧外一連
工事

平成26年度[第26-S7710-01号]柳瀬
局地豪雨緊急対策事業（急傾斜）工

事（崩壊土砂防止柵工）

平成25年度［第25-S7715-01号］柳
瀬局地豪雨緊急対策事業　(急傾斜)

工事（崩壊土砂防止柵工）

第二阪和国道大谷中地区改良他工
事

猪ノ鼻地区道路改良工事

4019224907
施
工
実
績

新技術概要説明資料（４／５）
新技術名称 ハイパワーアースフェンス工法（ＨＥＦ工法）

工　事　名

平成29年度42号尾鷲南地区道路建
設工事

平成29年度41号神岡管内整備工事

CORINS登録No.

4017864298
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完成写真（通常仕様） 完成写真（着色・ジョイント支柱仕様）

支柱の静的曲げ試験（通常タイプ） 支柱の静的曲げ試験（ジョイントタイプ）

崩壊土砂衝突実験状況（衝突確認） 崩壊土砂衝突実験状況（堆積確認）

新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称 ハイパワーアースフェンス工法（ＨＥＦ工法）

A-5


